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◆国際情報学部のアドミッション・ポリシー 
国際情報学部では、２１世紀社会の国際化・情報化に貢献できる人材の育成を目指しています。

このため、「自国と外国の歴史・文化に関する充分な知識と、実践的な外国語運用能力を有し、

国際的に活躍できる人材の育成」「国際社会が抱える諸問題を考察・分析する能力を身につけた、

国際感覚あふれる人材の育成」「最先端の情報技術に関する充分な知識を有し、情報技術者とし

て活躍できる人材の育成」「情報技術が社会・文化に与える影響について幅広い見識を持ち、社

会の多様な分野で情報化を推進できる人材の育成」を教育目標としています。 

 

【求める学生像】 

●国際社会に大きな関心があり、語学力の修得に意欲のある人 

●地域社会の諸問題を国際的な視野から分析・解決していく意欲のあふれた人 

●情報技術に関する興味・関心が強く、論理的な思考能力の優れた人 

●新聞・映像などの様々なメディアに関心が強く、社会の出来事について自らの考えを論理的に

展開できる人 

 

学  科 アドミッション・ポリシー 

国際交流学科 

【教育理念・目標】 
 国際交流学科では、今日の国際的諸問題を深く考えることによって、国際社会の総合的理解と

実践的思考力を育成します。また、長崎を基点とした日本文化の理解と、それに立脚した諸外国

の歴史・文化の探求を行い、合わせて異文化コミュニケーション能力の育成を図ります。これに

より、２１世紀の国際社会に対応できる人材の育成を目指します。 

 この理念を実現するために国際交流センターの支援を受け、英語、中国語、韓国語によるコミ

ュニケーション能力の向上を図ります。 

 ２年次から「国際関係」「文化コミュニケーション」の２つのコースに分かれますが、「国際関

係コース」では、国際政治、国際経済などの社会科学系科目の修得を通して、国際社会の抱える

諸問題を総合的に考察・分析する能力を養い、国際社会で有用な人材の育成を目指します。「文化

コミュニケーションコース」では学際的専門教育と幅広い教養教育を行うことによって、長崎を

はじめとする日本の文化・歴史・社会の理解を深めるとともに、諸外国の歴史・文化・社会・言

語を比較・分析し、それを地域や国際社会で活用できる人材の育成を目指します。 

 
【求める学生像】 
●国際社会に関心を持ち、実践的な外国語運用能力を高めて国際コミュニケーション能力を修得

し、その能力を国際社会に活かそうとする人 

●地域社会を国際的な視野から考察し、地域の抱える諸問題を分析し、国際化社会における地域

社会の担う課題に意欲的に取り組む人 

●グローバルな視野に立った歴史・異文化理解に求められる、国内外の社会情勢・歴史・地理に

対する強い好奇心と学習意欲をもって、課題に取り組む人 

 

【入学者選抜の基本方針】 

国際交流学科では、一般入試（前期日程、後期日程）のほか、特別選抜（推薦入試など）、アド

ミッション・オフィス入試を実施し、複数の入学者選抜方式によって多様な人材を受け入れるこ

とを目指しています。 

●一般入試（前期日程、後期日程） 

基礎学力の把握のため、大学入試センター試験（４教科４科目）を課すとともに、個別学力検

査で、高等学校で得た基礎学力（特に、英語、国語の理解力）を前提に、提示した素材により、

読解力、思考力、表現力等をみます。 

●アドミッション・オフィス入試（ＡＯ入試） 

第１次選考では、出願書類に基づき、出願資格・要件を満たしているか、学科が求める学生像

に合致しているか、学科を志望する理由が明確であるか、入学後の学習意欲や将来の展望が的確

に示されているか、などの観点から評価します。 

第２次選考では、小論文で各自が選択した分野の課題に対する理解力、分析力、理論的思考力、

読解力などの能力をみて、面接で出願書類を参考に、目的意識、学習意欲、学科が提供する専門

分野に対する適性などを評価します。 




